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■座間市人口ビジョンの位置づけ                            
平成２６（２０１４）年に制定された「まち・ひと・

しごと創生法」に基づく「座間市総合戦略（以下「市

総合戦略」という。）」策定にあたり、本市における

人口の現状を把握するとともに、今後取り組むべき将

来の方向性を示す長期的なビジョンとして、「座間市

人口ビジョン」を策定します。 
 

 

 

 

■総人口の推移と将来推計                            

本市の人口は、平成２２（２０１０）年まで一貫し

て増加し続けていましたが、平成２５（２０１３）年

をピークに減少に転じ、今後３０年間で１７，０００

人以上減少すると推計されています。 

 

  【本市における人口の推移と将来推計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 

 

■出生・死亡、転入・転出の推移                         
自然増減（出生・死亡）について、出生率の低下と

死亡者数の増加によって、平成２５（２０１３）年に

出生数を死亡数が上回りました。 

社会増減（転入・転出）については、ともに減少傾

向にあり、平成２５（２０１３）年には転出が転入を

上回り、社会減になりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」、 

総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数に関する調査」 

 

 

 
 

 

■対象期間                     

座間市人口ビジョンの対象期間は、国の長期ビジョ

ンの期間を踏まえ、平成７２（２０６０）年までとし

ます。ただし、対象期間内においても必要に応じて適

宜見直すこととし、人口ビジョンが今後の社会経済状

況の急速で多様な変化に対応できるよう努めます。 

 

 

 
 

 

■年齢３区分別人口の推移              

平成５２（２０４０）年には、市全体の約３５％が

６５歳以上となり、生産年齢人口（１５～６４歳）約

１．５６人で１人の老年人口（６５歳以上）を支えてい

くことになると推計されています。 

 

【本市における年齢３区分別人口の推移と将来推計】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 

 

■合計特殊出生率の推移と近隣市との比較     
本市における合計特殊出生率は平成２２（２０１０）

年以降減少傾向にあります。近隣市の状況を見ると、

綾瀬市の伸びが特に大きく、神奈川県、海老名市、厚

木市が微増傾向にありますが、どの市においても国民

希望出生率（１．８）や人口置換水準（２．０７）に

は届いておらず、少子化傾向が続いていることが分か

ります。 

 
 

【本市及び全国、神奈川県、近隣市の合計特殊出生率の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 資料：神奈川県平成２６年衛生統計年報 

 

 

座間市人口ビジョン（概要版）   

人口動向の分析  
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■将来人口推計                

国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」とい

う。）、日本創成会議（以下「創成会議」という。）、

本市独自の人口推計を比較すると平成５２（２０４０）

年における人口は、全国の人口移動率が今後一定程度

縮小すると仮定した社人研推計準拠が１１１，８０２

人、全国の総人口移動数が平成２２（２０１０）～２

７（２０１５）年の推計値と概ね同水準でそれ以降も

推移すると仮定した創成会議推計準拠が１０９，５９

４人となりました。社人研のデータをベースに直近５

年間の純移動率及び生残率が今後も続くと仮定した本

市の人口推計値は１０７，９３７人に、平成７２（２

０６０）年における人口は８１，５３７人となり、他

の２つのパターンの推計に比べ人口減少が加速する見

通しとなっています。 
 

   【社人研推計、創成会議推計、本市独自の人口推計の比較】 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

資料：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」に基づき 

まち・ひと・しごと創生本部作成 

 

 

 

■地区別の人口増減率               
地区別の人口増減（平成２７（２０１５）～７２ 

（２０６０）年）をみると、全ての地区で減少傾向

となっています。特に栗原（-３８．４％）、明王（-

３７．２％）、入谷（-３７．０％）、さがみ野（-

３５．８％）の４地区が増減率-３５％以下で、人口

減少が進むと推測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■人口推計シミュレーション             

将来人口に及ぼす自然増減・社会増減の影響度を分

析するために、社人研推計準拠データを用いて以下の

２種類のシミュレーションを行いました。 

このシミュレーションの結果から、本市では社会増

減の影響よりも自然増減の影響が将来人口へ及ぼす影

響が大きいことが分かりました。 

 
＜シミュレーション１＞ 

社人研推計準拠データにおいて、合計特殊出生率が平成４２

（２０３０）年までに人口置換水準である２．０７まで上昇した

と仮定した場合 

＜シミュレーション２＞ 

社人研推計準拠データにおいて、合計特殊出生率が平成４２

（２０３０）年までに人口置換水準である２．０７まで上昇し、

かつ人口移動が均衡したと仮定した場合（転入・転出数が同数と

なり、移動がゼロとなった場合） 

 
       【社人研推計、シミュレーション１、２の比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

資料：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」に基づき 

まち・ひと・しごと創生本部作成 

 

 

 

 

■年齢３区分別の人口増減率             
年齢別の人口増減率（平成２７（２０１５）～７２

（２０６０）年）をみると、年少人口（０～１４歳）、

生産年齢人口ともに減少傾向です。   

一方、老年人口は半数以上の地区で増加となってお

り、今後ますます高齢化が進行すると考えられます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口の将来推計  

地区別将来人口の推計  

【地区別人口増減率分布図】 【年少人口増減率分布図】 
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□地

地

値は

投資

しま

る経

ます

 

□地

地

流し

徴を

出さ
 

 地

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座間

■産

■経

地域

50,0

100,

150,

200,

250,

300,

製

輸

製造品出荷額

市の製造業に

荷額等」を見

（２００９）

見せたものの

ち込みました

気機械器具製

造品出荷額等

地域経済循環

地域内企業の

は、労働者や

資として支出

ます。このよ

経済活動の循

す。 

地域経済循環

地域内で生み

しているかを

を表すもので

されます。 

地域経済循環率

   ＝生産

間市の製造品出

産業    

経済循環  

域経済循環率は

0

000

000

000

000

000

000

製造業全体

輸送用機械器具製造業

額等（百万円）

について、工

見てみると、

～２４（２

の、平成２５

た。これは「生

製造業」、「

等の落ち込み

 

環とは 

の経済活動を

や企業の所得

出された後、

ような地域で

循環のことを

環率とは 

み出された所

を表す指標の

です。地域経

率(％) 

産（付加価値額

荷額は近年減少

    

    

自治体ごとの特

パルプ・紙・紙

電気機械器具

【製造品出

工業力の目安

製造業全体

０１２）年ま

（２０１３）

生産用機械器

「輸送用機械器

みが主な要因で

を通じて生産

得として分配

再び地域内企

での生産・分配

を「地域経済循

所得がどの程度

のことで、自治

経済循環率は以

額）÷分配（所

少傾向にあり、

     

     

特徴を表してお

紙加工品製造業 生

具製造業

出荷額等】 

となる「製造

としては平成

まで大きな伸

）年には大き

器具製造業」、

器具製造業」

です。 

資料：企画政策課作

された付加価

され、消費や

企業へと還流

配・支出によ

循環」と呼び

度地域内に還

治体ごとの特

以下の式で算

所得）×１０

年間商品販売額

     

     

り、首都圏のベ

生産用機械器具製造業

造

成

伸

き

、

 

 

 

作成   

価

や

流

よ

び

還

特

算

０ 

 
本

見て

年に

成１

もの

１４

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□

低

分

外

ッ

い

や

や

こ
 

額は増加傾向に

     

     

ベッドタウンと

50,00

100,00

150,00

200,00

250,00

300,00

年間商品販

本市の商業の

てみると、平

にかけて大き

１９（２００

のの、卸売業

４）年までに

             

□本市と近隣

県や近隣市

低い状況です

分配（所得）

外で収入を得

ッドタウンと

います。 

今後、大型

や基幹産業の

や支出が増加

ことが想定さ

  

市

座

神

相

海

綾

厚

大

 

 

 

 

 

あります。 

    

    

して発展してき

0

00

00

00

00

00

00

卸売

販売額（百万円）

の実態を示す

平成２４（２０

きく伸びてお

０７）年以降

業が平成１９

に２倍以上の

    【年間商品

隣市の地域経

市と比べると

す。これは生

が大きい、

得ている市民

として発展し

型商業施設の

の支援策等に

加した場合、

されます。 

【本市と近隣

市町村名 

座 間 市 

神奈川県 

相模原市 

海老名市 

綾 瀬 市 

厚 木 市 

大 和 市 

     

     

きた本市は低い

業

すため「年間

０１２）～２

おり、その内

降、販売額が減

（２００７

の伸びを見せ

 

 
品販売額】 

経済循環率 

、本市の地

生産（付加価

つまり地域

民が多い、と

してきた本市

の進出に伴う

によって、生産

地域経済循

市の地域経済循

地域経済

     

     

状況です。 

小売業

商品販売額」

２６（２０１

訳は小売業が

減少傾向にあ

）～２６（２

ています。

域経済循環率

値額）に対し

外で働き、地

いう首都圏の

の特徴を示し

民間消費の増

産（付加価値額

環率が上昇す

循環率】 

済循環率（％）

７０．５

８７．１

７５．６

９１．４

１００．５

１１９．１

８１．３

資料：企画政

     

     

合計

」を

４）

が平

ある

２０

率は

して

地域

のベ

して

増加

額）

する

） 

政策課作成  

 

 



 

 

■人口
□座間

平成

～１９

ること

 

□就職

年齢

してい

女性

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□飲食

平成

ます。

近隣

ことか

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

口動態  
間市は若者世代

成１７（２００

歳だった世代

となどが主な要

職や転勤に伴う

齢階級別に男女

いることが読み

性は、２０歳代

食・観光関連消

成２６（２０１

その後、１３

隣の海老名市、

から、本市の飲

     
代に選ばれてい

０５）～２２

代が大幅に転入

要因であると考

う男性の流出

女それぞれの転

み取れます。ま

代後半～３０歳

【平成１７

消費が近隣市へ

１４）年におけ

３時まで減少し

大和市、厚木

飲食・観光関連

     
いる 

（２０１０）年

入超過になっ

考えられます。

・結婚等に伴

転入・転出の統

また、生産年齢

歳代前半にか

（２００５）～

へと流出して

ける本市の休

した後、２１

木市では休日

連消費が近隣

     

     

年における性

ています。こ

。 

う女性の流入

統計を見ると

齢人口におい

けての子育て

～２２（２０

いる可能性が

日の時間別滞

時まで増加に

の時間別滞在

市へと流出し

 【各市の休

    

性別・階級別の

れは小田急線

入、３０～４０

、男性は大学

いて転出の超過

て世代が多く本

１０）年の性

 

がある 

滞在人口率の推

に転じています

在人口率が１０

している可能性

日の時間別滞

     

の人口移動を見

線沿線の大学に

０歳代の流出

学を卒業した学

過が見られます

本市に転入して

性別及び年齢階

推移を見ると、

す。 

００％以上であ

性があります。

在人口率の推

     

見てみると、平

に通う学生が下

学生が、就職を

す。 

てきているこ

階級別人口移動

 

 

 

    

   資料：「

５時をピーク

ある（各市の

 

推移】 

資料：株式会社Ａｇ

     

平成１７（２

下宿先として本

を機に、出身地

とが推測され

動グラフ】 

「座間市人口ビジョン

クとして減少傾

国勢調査人口

ｇｏｏｐ「流動人口

    

００５）年に

本市を選択し

地や都市部に

ます。 

ン」 

傾向へと転じ

口を上回ってい

データ」  

6 

    

に１０

してい

に流出

じてい

いる）



 

7 

 

 

 
 

郷土愛の醸成・シティプロモーションの強化 

 

    

     

 

 

 

 

産業の活性化と働く「場」づくり 

 

   

     

 

 

 

 

結婚・出産・子育ての支援（駅を核とした子育て支援） 

 

    

     

 

 

 

 

危機管理体制の充実等による安心して暮らせるまちづくり 

 

   

     

 

 

 

 

 

 

第四次座間市総合計画との関連性及び本市の課題等を踏まえ、以下の４つを市総合戦略の「基本目標」とし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａあんぜん・安心な地域づくりを目指して 

～時代に合った地域づくり・地域間の連携～ 

Ａあしたを創る地域産業の活性化を目指して 

～雇用の創出と企業活動の支援～ 

Ｍみらいを担う世代のすこやかな育成を目指して 

～若い世代の結婚・出産・子育て～ 

Ｚずっと住みたくなるまちを目指して 

～郷土愛の醸成と定住の促進～ 

○座間市に住みたいと考える高校生の割合は、市外在住者より 

市内在住者が多くなっています。 

○就学・就職や結婚に伴う転入・転出が多くなっています。

○集客効果の高いおまつりなどの観光資源があります。 

○市内各所の湧水が市民の生活を潤しています。 

○訪れたい、住んでみたいと感じる機会のより一

層の充実 

○郷土愛を高める取組の推進 

○高校生の市内企業への就職希望者は少ない状況です。 

○生産年齢人口の減少が進んでいることから、高齢者や 

離職している女性の活躍の場の創出が急務です。 

○魅力ある雇用の場の創出 

○高齢者、女性の活躍の場の創出 

○出生率の低下によって、地域によっては人口減少が著しい

状況です。 

○家族だけでなく、地域で子育てを支えられるような環境の

整備が必要です。 

○地域や企業による子育て支援 

○犯罪が少なく治安のよい安心なまちとしての評価が高く

なっています。自然環境への満足度も高い状況です。 

○健康づくりへの取組が盛んです。 

○安全、安心なまちづくりのための自然災害、

様々な感染症への対策、大気汚染等への対応な

ど、突発的に発生する危険に対する総合的かつ

効果的な対応 

○いつまでも元気に暮らし続けることができる

まちづくり 

現状 課題 

課題 

本市の現状と課題 

基本目標 

課題 

課題 

現状 

現状 

現状 



 

基本

 ず

湧水、

住みた

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方向

基本

（１

基本

（３

Ｚ 

方向

目標１ 

ずっと住み

自然、歴史

たくなるまち

駅

市民

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重

公共交通

動が便利

合（市民

市民の地

識が強ま

（市民ア

自然、歴

りが進め

民アンケ

ボランテ

会参加が

（市民ア

市ホーム

○駅

○公

○地

○シ

向性 

本施策

１） 

施策

３） 

向性 

本

アク

交

呼び

は、

能、

駅と

図り

本

凧ま

イベ

があ

「ざ

力を

で、

民の

なる

みたくな

、駅の多いま

を目指します

を中心とす

コンパク

民との協働

シティ

重要業績評

通機関が発達

利になってき

民アンケート

地域に対する

まってきてい

アンケート）

歴史、文化を

められている

ケート） 

ティア活動な

が増えてきて

アンケート）

ムページの閲

周辺の機能強

共交通網の充

域ブランドの

ティプロモー

本市の特性の

クセスの良さが挙

交通結節機能が

び込む強みにな

駅周辺での居

賑わい機能を

と地域を結ぶネ

ります。 

本市には「ひま

まつり」など市外

ベントや、良質で

あります。市マス

まりん」を介し、

を市内外へと効

本市の知名度

の郷土愛を醸成

るまちづくりを進

なるまち

まち（交通結

す。 

するネット

トなまちづ

働による 

プロモーシ

価指標（KP

達し、市内、

きていると思

ト） 

る愛着が深ま

いると思う市

 

を身近に感じ

ると思う市民

などを通じた

ていると思う

 

閲覧件数 

強化 

充実 

の創造 

ーション戦略

1 つとして都心

挙げられます。

が多いことは、

なることから、

居住機能、子育

を強化するととも

ネットワークの充

まわりまつり」や

外でも知名度の

で豊富な地下水

スコットキャラク

、これらの本市

効果的にＰＲする

度や魅力を高め

成し、ずっと住み

進めていきます。

を目指し

結節点が多いま

トワーク型

づくりの推

ションの強

PI） 

市外への移

思う市民の割

り、連帯意

市民の割合

るまちづく

民の割合（市

た青少年の社

市民の割合

略の拡大 

心への

 

、人を

今後

育て機

もに、

充実を

や「大

の高い

水など

クター

市の魅

ること

め、住

みたく

。 

して ～郷

まち）といっ

の 

推進 

強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

基

４

【Ｈ２６

２

【Ｈ２６

３

【Ｈ２６

１

【Ｈ２６

６９

【Ｈ

基

基

方

方

郷土愛の

った本市の特

ひ

        

基準数値 

４１．４％ 

６年５月現在

２３．０％ 

６年５月現在

３０．８％ 

６年５月現在

１．３％ 

６年５月現在

２，１５０件

Ｈ２６年度】

○

○

○

○

基本施策

（２）

基本施策

（４）

方向性

方向性

醸成と定

特性を活かしな

ひまわりや

文化を活

      

郷土愛を育

Ｈ

在】 

在】 

在】 

在】 

件 
８

○おもてなし

○観光拠点に

○未来を拓く

○生涯学習の

本市では多

よる学びの機

おいても、地

環境学習の取

す。学びを通

に誇りと愛着

を進めていき
 

本市は首都

豊富な自然や

ある街並みを

を観光資源と

向上、観光拠

の推進を図り

る交流を進め

住の促進

ながら、郷土

や湧水、自

活かした観

育む機会の

Ｈ３１目標数

５０．０％

２６．６％

５０．０％

２６．０％

８００，００

観光力の向上

おける環境整

多面的な教

充実 

多数の市民活動

機会が多く、学校

地域人材の活用

取組が進められ

通じ、全ての市民

着を持ち、夢を育

きます。 

都圏に近接しな

や歴史的文化的

を有しています

として、おもてな

拠点における環

り、本市の魅力を

めます。 

～  

土愛を育み、

然、歴史、

観光交流の

の充実 

数値 

％ 

％ 

％ 

％ 

００件 

上 

整備の推進

育の振興 

8 

動団体に

校教育に

用や自然

れていま

民が故郷

育む取組

ながらも、

的景観の

す。これら

なし力の

環境整備

を軸とす

ずっと

、 

の促進  



 

9 

基本

 あ

ものづ

済基盤

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本

（１

基本施

（３

Ａ 

方向

方向

目標２ 

あしたを創

づくりの技術

盤の拡大を図

 基

生涯

仕

重要

製造品出

年間商品

ロボッ

数（延べ

事業承継

（延べ事

生きがい

（市民ア

○産

○シ

○女

施策

１） 

施策

３） 

向性 

向性 

産業大

稼ぐ力と

製造業が

業所数、

事業化及

とともに、

ついても

また、

るために

催や補助

関連産業

本市

口が現

となって

ら将来

ます。そ

働くきっ

向けた支

就職

期にお

るよう、

を図りま

創る地域

術や商工業の特

図ります。 

幹産業の支

涯現役で社

仕組みの構

要業績評価指

出荷額等 

品販売額 

ト導入支援セ

べ人数） 

継セミナー

事業所数） 

いを感じてい

アンケート）

業、金融、行

シニア世代の

女性や若者、

       

大分類別にみる

雇用力が高い

が挙げられます

従業員数が横

及び生産性の向

、勤労者の生活

実施します。 

生産年齢人口

に、ロボット導入

助金の交付等に

業を支援します。

では、２０４０年

在の７割程度ま

ており、様々な世

の経済を支え

そこで、シニア世

っかけづくりや就

支援を進めます

や結婚等ライフ

いても本市に住

様々な事業を

ます。 

域産業の

特性を活かし

支援 

社会貢献で

築及び雇用

指標（KPI）

セミナーの参

の参加事業

いる高齢者の

 

行政が一体と

 総合支援

知識・経験の

ＵＪＩター

     

ると、本市におけ

い産業の１つとし

すが、近年では

横ばいの状況で

向上に関する支

活に関する支援

口の減少に対応

支援セミナーの

によって、ロボ

。 

年には生産年齢

まで落ち込む推

世代が協力しな

ていく必要があ

世代や女性など

就業環境の改善

す。 

フステージの転

住み続けてもら

通じ、転出の抑

活性化を

し、経営基盤

きる 

用サポート

 

参加者

所数

の割合

となった 

援体制の充実

の活用 

ン者の 

 就労支援

ける

して

、事

す。

支援

援に

応す

の開

ボット

齢人

推計

なが

あり

どが

善に

転換

らえ

抑制

を目指し

強化や人材育

ト 

 

 

 

 

基準数

２４９，８７

【Ｈ２６

１９８，８１

【Ｈ２３

－

－

８１．

【Ｈ２６年１

実

援

基

方

て ～雇

育成への支援

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数値 

７８百万円

年度】 

１７百万円

年度】 

５％ 

１月現在】

○

基本施策

（２）

方向性

本

約半

相ま

しま

展開

す。

等を

催し

掘・

 

雇用の創出

援、生活支援の

事業承継

Ｈ

２７

２０

○事業承継・

本市の商工会

半分に減少し

まって事業継続

ます。そこで、事

開等に向けた

。また、創業に

を学ぶ場や情報

し、新たな事業

・支援します。 

出と企業活

の充実を図り

継・創業の

３１目標数

１，６１５百

８，７２５百

８０人 

１６０事業所

８５．５％

創業支援の

の会員数は１

、個人店主の高

続が困難な店舗

事業承継や新た

た取組を発掘・

に関する知識や

報の提供、相談

業展開に向けた

活動の支援

り、本市を支

支援 

値 

百万円 

百万円 

所 

％ 

強化 

０年前の

高齢化と

舗も存在

たな事業

支援しま

やノウハウ

談会を開

取組を発

援～  

える経



 

基本

  み

子供を

めてい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本

（１

基本

（３

Ｍ 

方向

方向

目標３ 

みらいを担

を安心して楽

いきます。 

 地

 出

 

重

合計特

子育て

思う市

駅周辺

前駅、

市主催

（延べ

 

○安

○安

     ○家

  

施策

１） 

施策

３） 

向性 

向性 

本

然減

再び

族づ

少期

市で

進め

具

ト等を

出、出

援を進

出産

では、

体力

将来

域や

にやさ

げられ

ての人

てがで

育つ環

担う世代

楽しみながら産

域全体で支

会い・結婚

トータル

重要業績評価

特殊出生率 

てしやすいま

市民の割合（

辺地区（小田

座間駅、さ

催の婚活イベ

べ人数） 

安心して子育

安心して産み

家族づくりに

      

市の人口は、近

減へと転換しまし

び自然増へと転

くりへの支援が

からの郷土愛

の家族づくりへ

ます。 

体的には、職場

を通じた幼児と

出会いの場の

進めていきます

産・子育てに関

、経済的支援や

・精神面での支

のまちづくりへ

多世代による子

さしいまちづくり

れています。地

人が安心して

でき、大きな可

環境を創出しま

代のすこや

産み育てるこ

支える 

子育て

婚・子育て

コーディネ

価指標（KP

まちになって

（市民アンケー

田急相模原駅、

さがみ野駅）の

ベントへの参

育てできる環

み育てられる

サポー

に向けた 

  支援体

近年、自然増か

した。子供を増

転換するために

が必要となりま

愛の醸成によっ

へとつながる取

場体験や地域

とふれあう機会

の提供や婚活等

す。 

関するアンケート

や保育環境の改

支援要望が多く

への意見として

子育て支援、子

り」への要望が

地域の輪の中で

、楽しみながら

可能性を持つ子

ます。 

やかな育成

ことができる

て支援の充

て等の 

ネートの推

I） 

ていると

ート） 

、相武台

の人口 

参加者数

環境の充実

る 

ト体制の充実

体制の充実

から自

増やし、

も、家

す。幼

て、本

取組を

イベン

会の創

等の支

ト調査

改善、

、また

は「地

子育て

多く挙

で、全

ら子育

子供が

成を目指し

環境づくりを

充実 

推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準

１．

【Ｈ２

２２．

【Ｈ２６年

５０，

【Ｈ２６年

４

【Ｈ２

実

基

方

して ～若

を進め、郷土

 駅

 

 

 

 

 

 

 

 

準数値 

２２ 

６年度】 

．０％ 

年５月現在】

８２５人 

年５月現在】

５人 

７年度】 

方向性

○

○

本施策

（２）

方向性

進

て

機

能

の

狙

良

て

に

援

若い世代の

土愛を育みなが

駅を核とす

Ｈ３

 
３

 
５１

性

○「駅近」子

○「駅近」住

利便性が高く

進められている

支援を進めてい

機能に加えて、

能、商業機能の

の機能が重なる

狙います。多くの

良質な子育て支

しやすい座間

、定住に向けた

援等を進めます。

の結婚・出産

がら家族や地

する 

まちなか

１目標数値

１．３３ 

３７．０％ 

１，０００人

４２９人 

育て支援の

み替え支援

、様々な機能の

駅周辺を核と

いきます。また

居住機能、賑

の強化を図り、そ

ることによる相乗

の人が集まる駅

支援を行いなが

」をアピールす

た相談窓口の

。 

産・子育て

地域との「絆

か子育ての

値 

人 

充実 

の充実 

10 

の整備が

した子育

た、子育て

賑わい機

それぞれ

乗効果を

駅周辺で

がら「子育

するととも

の開設・支

て～ 

絆」を深

の充実 

 



 

11 

基本

  あ

「安全

ていき

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本

（１

基本

（３

Ａ 

方向

方向

目標４ 

あんぜん・

全」「安心」

きます。 

   救急

健康

 

 

 

重要

医療サー

うになっ

（市民ア

安全、快

う市民の

介護を必

アンケー

６５歳健

○救

○介

○い

  

本施策

１） 

施策

３） 

６５歳健

向性 

向性 

現在

期高齢

知恵と

ために

点が重

し、高

長生き

を実現

す」取

おいて

本市

本とし

ど、救

す。ま

宅地区

備され

期待さ

今後

ことが

療と介

事者へ

安心な地

な本市のイメ

急医療体制

康の増進と

要業績評価

ビスを必要な

ってきている

ンケート） 

適な道路にな

割合（市民ア

要としない高

ト） 

康寿命の延伸

急医療体制

護・医療従事

いつまでも元

     

健康寿命：６５

のた

６５

在、第一次ベビ

齢者となり、急激

という財産を次

にも、「健康に長

重要です。県で

齢になっても誰

きして誰もが幸

現することを目

組を推進してい

ても県と連携して

市では、県央二

し二次救急医療

救急医療体制の

また、キャンプ座

区返還予定地

れ、新たな医療

されます。 

後も、安心して適

ができるよう、医

介護の連携を図

への支援の充実

地域づくり

メージを高め

制の充実 

と健康寿命

指標（KPI）

な時に受けら

ると思う市民

なってきてい

アンケート）

高齢者の割合

伸 

・地域医療等

事者への支援

元気に暮らせ

     

５歳の人が何ら

ために認定を受

５歳健康寿命 

ビーブーム世代

激な人口減を防

世代へと繋げ

長生きする」とい

では健康寿命を

誰もが健康に暮

幸せだったという

的とした「未病

いることから、本

て取組を進めま

二次保健医療圏

療体制や休日医

の確保に努めて

座間チャペル・ヒ

地には総合病院

拠点としての役

適切な医療を受

医療体制の充実

図るとともに、そ

実を図ります。

りを目指

めるため、医療

命の延伸 

 

られるよ

民の割合

いると思

 

合（市民

等の充実 

援 

せる 

取組の推進

らかの障害のた

受ける年齢を平

＝ ６５歳 ＋

代が前

防ぎ、

ていく

いう視

を伸ば

暮らし、

う社会

病を治

本市に

ます。

圏を基

医療な

ていま

ヒル住

院が整

役割が

受ける

実や医

その従

して ～時

療体制や危機

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準

５０

【Ｈ２６年

２８

【Ｈ２６年

８５

【Ｈ２７年

男性：８

女性：８

【Ｈ２

進

基

基

ために要介護認

平均的に表すも

６５歳平均自

方

方

時代に合っ

機管理体制の

      危

 

次

 

準数値 

．４％ 

年５月現在】

．８％ 

年５月現在】

．５％ 

年３月現在】

１．６９歳

５．０８歳

５年度】 

○

○

○

基本施策

（２）

基本施策

（４）

認定を受けるま

もののこと。

自立期間（年）

方向性

方向性

災

に

の

小

携

に

促

等

進

今

基

的

が

設

時

の

った地域づ

充実を図り、

危機に備え

 取組強化

次世代への

Ｈ

 

 

 

男性

女性

○災害に強い

○住民による

○ファシリテ

までの状態を健

 

近年、大地震や

災害をはじめ、公

による事故が多

の重要性が高ま

事故や災害の

小限にとどめる対

携しながら進めて

においては、自主

促し、家庭での安

等、市民が自ら災

進めます。 

今後、人口減少

まで整備されて

基盤施設につい

な管理運営、再

が重要となります

市民の貴重な

設を次世代に引

代に即した効

価値を高めてい

くり・地域

、人材という

えるための

化・防災組

の資産継承

３１目標数

５９．０％

３５．６％

８５．５％

性：８４．８

性：８８．８

都市インフ

防災の担い

ティマネジメ

健康と考え、そ

や異常気象に

公共インフラの老

多発しており、危

っています。

の未然防止や、被

対策を多様な主

ていきます。ま

主防災組織への

安全の備えを充

災害等に備える

少が進行してい

てきた公共施設

いて、適切な修繕

再整備を進めて

す。 

な財産であるこれ

き継ぐため、人

果的な対応を

いきます。 

域間の連携

う知恵と資産

 

組織の充実強

承 

数値 

％ 

％ 

％ 

８３歳 

８１歳 

ラの整備 

手づくり 

メントの推進

その障害

よる自然

老朽化等

危機管理

被害を最

主体と連

た、地域

の参加を

充実する

る取組を

いく中で、

設や都市

繕、効果

ていくこと

れらの施

人口減少

を図り、そ

携～ 

を守っ

強化 

進 
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